
取 扱 書
よくお読みになってご使用ください。

取扱書は車の中に保管しましょう。

リフト付バン



はじめに

このたびはリフト付バンをお買い上げいただき、あ
りがとうございます。
本書はリフト付バンを安全・快適にお使いいただくため、リフト付バン独
自の装備に関して正しい取り扱いを説明してあります。
また、リフト付バン装備の点検・手入れについても記載してありますので、
ご使用前に必ずお読みください。

● 車両の一般的な取り扱いについては、標準車の「取扱書」（別冊）をご覧ください。
● 販売店で取り付けられた装備の取り扱いについては添付されている取扱書をご覧
ください。

● 安全・快適にお使いいただくため「まず読みましょう」は重要ですのでしっかり
お読みください。

「運転者や他の人が傷害を受ける可能性のあること」とその回避方法を下
記の表示で記載しています。これらは安全のために特に重要ですので、必
ず読んで遵守してください。

記載事項をお守りいただかないと、生命にかかわるような
重大な傷害、事故につながるおそれがあること

記載事項をお守りいただかないと、傷害、事故につながる
おそれがあること

警告

注意

お車のために必ず守っていただきたいことや知っておくと便利なこと、し
てはならない行為を示すイラストは、下記の表示で記載しています。

知 識

してはならない行為

アドバイス
お車の故障や破損を防ぐために守っていただきたいこと
お車が故障したときにしていただきたいこと

知っておくと便利なこと
知っておいていただきたいこと

・お車をゆずられるときは次のオーナーのために本書をお車につけておいてください。
・ご不明な点は担当営業スタッフにおたずねください。
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プラットホームが開いていると
きに横開き操作をしないでくだ
さい。

プラットホームが開いた状態で横開きをする
と、プラットホームが損傷したり、人にあた
るなど思わぬ事故につながるおそれがありま
す。
横開き操作は、必ずプラットホームが閉まっ
ているときに行ってください。

危険です！
プラットホームに乗って昇降操
作をしないでください。

足元の注意がおろそかになり、転落やけがを
するおそれがあり危険です。

不整地や傾斜地での作業はしな
いでください。

車両が傾いた状態での作業は、リフト装置の
故障や寿命の低下につながるばかりでなく、
積荷がプラットホームから転落するおそれが
あります。

プラットホームを使用するとき
は、周囲に人やものがないこと
を確認してください。

プラットホームが人やものにあたり、思わぬ
事故につながるおそれがあります。

確認しましたか？

レバー

まず読みましょう
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プラットホームの開閉および昇
降操作をするときは、作動部分
やプラットホームが接触するボ
デー部分に手や足をふれないで
ください。

手や足を挟まれ、重大な傷害を受けるおそれ
があり危険です。

プラットホームを開けたまま車
を移動させたり、放置しないで
ください。

プラットホームが人にあたってけがをさせた
り、プラットホームがものにあたって損傷す
るおそれがあります。

走行するときは

プラットホームへの積荷は必ず
リフト能力以下にしてください。

リフト能力以上積むとプラットホームは上昇
しません。また、リフト装置の故障につなが
るおそれがあります。
リフト能力 ............................................300kg

積荷はプラットホーム中央に載
せてください。

リフト能力は積荷の重さ（荷重）と積荷の搭
載位置関係（荷重重心位置）により決まりま
す。積荷をプラットホームの端に載せすぎる
と、積荷の落下など思わぬ事故につながるお
それがあります。

積荷を載せるときは

載せすぎていませんか？
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各部の名称

リフト昇降
リモコンスイッチ

落下防止板

パワーパッケージ

プラットホーム
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主要諸元

リフト能力は積荷の重さ（荷重）と積荷の搭載位置関係（荷重重心位置）により決
まります。プラットホームに積荷を載せ、昇降させるときは、荷重と荷重重心位置
が許容荷重曲線の下側にあることを確認してください。

荷重

プラットホームプラットホーム

荷重(ｋｇ)

１００

０
０ ４００ 800 ９６０ 位置(ｍｍ)

２００

３００

許容荷重曲線リフト能力
300ｋｇ

リフト能力
140ｋｇ

■ プラットホーム長さ延長1360mm（1200mm）時

荷重(ｋｇ)

１００

０

２００
２６０

荷重

プラットホームプラットホーム

０ ６００ １３６０1200

許容荷重曲線

位置(ｍｍ)

リフト能力
260ｋｇ

リフト能力
120ｋｇ

リフト能力

プラットホーム端部に積載した場合は、許容荷重が低くなる為、過積載となる可能性が
高まり、思わぬ事故やリフト装置の故障につながるおそれがあります。

注意
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専用装置、装備の使い方
 プラットホームを開けます。

■ 開け方
 レバーを左に操作し、プラットホー
ムを手前に倒します。

 レバーを上に操作してロックを解除
し、落下防止板を垂直位置まで起こ
します。

レバー

レバー

プラットホーム
プラットホームの開閉

プラットホームを開閉するときは上部中
央部を持つようにしてください。端を
持って行うと手を挟み、けがをするおそ
れがあります。

注意

プラットホームを開閉するときは、プ
ラットホームに最後まで手をそえて静か
に開閉してください。乱暴な開閉はプ
ラットホームや車両の損傷につながるお
それがあります。

アドバイス

落下防止板を手前に倒した状態でプラッ
トホームを下降させないでください。積
荷が落下したり、落下防止板を手前に倒
した状態で接地させると床面（タイルな
ど）を傷付けるおそれがあります。落下
防止板はプラットホームを接地させてか
ら手前に倒してください。

アドバイス
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■ 閉め方
開けたときと逆の手順で行います。
● プラットホームを閉めたときは、“カ
チッ”と音がして確実にロックされ
ていることを確認してください。

■ 横開きのしかた
レバーを手前に引いてロックを解除し、
プラットホームを横方向に開けます。

プラットホームを閉めたときは、“カ
チッ”と音がして確実にロックされて
いることを確認してください。

レバー

プラットホームを閉めたときは、プラッ
トホームが確実に固定されていることを
確認してください。確実に固定されてい
ないと、プラットホームがバックドアな
どにあたり、損傷するおそれがあります。

アドバイス

横開き操作をするときは、次のことをお
守りください。お守りいただかないと思
わぬ事故につながるおそれがあります。
● 車は平坦な場所に止めてください。
● プラットホームは格納状態にしてくだ
さい。

● プラットホーム周辺に人がいないこ
と、ものがないことを確認してくださ
い。

注意

プラットホームが確実に閉められていな
い（横開きになっている）と、リフト昇
降リモコンスイッチを押してもプラット
ホームは作動しません。

知 識
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■ 昇降のしかた
 車を水平な場所に止め、必ずパーキ
ングブレーキをかけ、タイヤに輪止
めをします。
● エンジンはかけたままにしておき
ます。

プラットホームの昇降操作をするとき
は、手足を挟まないよう、車から少し離
れた安全な位置で行い、プラットホーム
の作動部分や、プラットホームが接触す
るボデー部分に手や足をふれないでくだ
さい。

警告

プラットホームの昇降操作

操作前にプラットホーム接地面および周
辺に障害物がなく、人の立ち入りがない
ことを確認してください。

注意

プラットホームが横開きになっていると
きは、リフト昇降リモコンスイッチを押
してもプラットホームは作動しません。

知 識

不整地や傾斜地での作業は行わないでく
ださい。車両が傾いた状態で作業を行う
と積荷が転落するおそれがあります。

注意

プラットホームを操作するときは、必ず
エンジンをかけてください。エンジンを
かけないとバッテリあがりの原因になり
ます。

アドバイス
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 リフトアーム固定ベルトをはずしま
す。

 プラットホームを開けます。（6ペー
ジ参照）

リフトアーム
固定ベルト

プラットホーム操作前に必ずリフトアー
ム固定ベルトをはずしてください。ベル
トをはずさずに操作すると、ベルトおよ
びプラットホームが損傷するおそれがあ
ります。

アドバイス

リフトアーム固定ベルトがはずしにく
いときはリフト昇降リモコンスイッチ
の「上」を押し、プラットホームをいっ
ぱいまで上昇させてからはずしてくださ
い。

知 識

プラットホームを閉めたままリフト昇降
リモコンスイッチの「下」を押さないで
ください。プラットホームや車両を破損
するおそれがあります。

アドバイス
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 プラットホームをいっぱいまで下降
（接地）させたときは、レバーを引い
てロックを解除し、落下防止板を手
前に倒します。

レバー

落下防止板

 プラットホームを操作します。
● リフト昇降リモコンスイッチの
「下」を押しているあいだプラッ
トホームは下降し、「上」を押し
ているあいだプラットホームは上
昇します。

● スイッチから指を離すと、プラッ
トホームはその位置で停止しま
す。

● プラットホームがいっぱいまで下
降および上昇したらスイッチから
指を離してください。

リフト昇降
リモコンスイッチ

落下防止板

プラットホームを昇降するときは、必ず
落下防止板を垂直位置まで起こしてくだ
さい。落下防止板を手前に倒した状態で
プラットホームを昇降すると積荷が落下
したり、落下防止板を手前に倒した状態
で接地させると床面（タイルなど）を傷
付けるおそれがあります。

アドバイス
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 操作後、プラットホームを格納した
ときは、リフトアーム固定ベルトを
かけます。

リフトアーム
固定ベルト

● プラットホームに乗って昇降操作をし
ないでください。足元の注意がおろそ
かになり、プラットホームから転落し
てけがをするおそれがあります。

● プラットホームを開けたまま車を移動
させたり、放置しないでください。操
作後は必ずプラットホームを閉め、リ
フトアーム固定ベルトをかけ、確実に
固定してください。固定ベルトがはず
れていると、走行中にリフトアームが
バックドア内板にあたり、傷付くおそ
れがあります。

注意

プラットホームをいっぱいまで上昇・下
降させたら、リフト昇降リモコンスイッ
チから指を離してください。20秒以上
押し続けるとモータが故障するおそれが
あります。

アドバイス

● リフト昇降リモコンスイッチの「下」
を押してもプラットホームが下降しな
いときは、リフト昇降リモコンスイッ
チの「上」を押し、プラットホームを
いっぱいまで上昇させてからリフト昇
降リモコンスイッチの「下」を押して
ください。

● 前方傾斜地および寒いとき（－10℃
以下）には油圧装置内のオイルの粘度
が高いため、リフト昇降リモコンス
イッチの「下」を押してもプラットホー
ムが動きにくい場合があります。その
ときはリフト昇降リモコンスイッチの
「下」を押しながら落下防止板に手を
かけ、軽く引けば下降します。

知 識
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積荷は必ずリフト能力（300kg）以下
とし、プラットホームの中央部（中心
より少し前）に載せます。
（P.5 許容荷重曲線参照）

積荷を載せるときは

● プラットホームが水平になっているこ
とを確認してください。

● 積荷がすべり落ちないことを確認して
ください。プラットホームは積荷によ
り傾くことがあります。

● 積荷はプラットホームの中央より少し
前寄りに載せてください。リフト能力
は積荷の重さ（荷重）と積荷の搭載位
置関係（荷重重心位置）により決まり
ます。積荷をプラットホームの端に載
せすぎると、積荷が車両に巻き込まれ
たり、積荷の落下など思わぬ事故につ
ながるおそれがあります。

注意
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良い例 悪い例 補足

搭
載
位
置

プラットホーム中心より
少し前側

荷重：300kg（260kg）まで

プラットホーム中心より
外側

プラットホーム
中心より外側に
積荷を載せると
リフト能力が不
足します

長
尺
物

プラットホーム中央
荷重：300kg（260kg）まで

荷重重心位置外側

荷重重心位置が
プラットホーム
外側に来るよう
に積荷を載せな
いでください

複
数
搭
載

末端搭載
荷重：140kg（120kg）まで

末端搭載
荷重：140kg（120kg）まで リフト能力を超

える複数搭載は
しないでくださ
い
（P.5 の許容荷
重曲線のリフト
能力をご確認く
ださい）

プラットホームへの積荷は、必ずリフト能力以下としてください。リフト能力以上積むとプ
ラットホームは上昇しません。また、リフト装置や車両の破損につながるおそれがあります。

アドバイス

（　）内はプラットホーム長さ 1360mmの場合
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3/6人乗り車

リヤシート脚部の床面ロック部分に、カ
バーが設けてあります。
● リヤシートを格納したときは、カバー
を閉めます。

● リヤシートをもどす前に、カバーを
開けます。

カバー

リヤシートの格納・もどす操作は標準車
と同様です。標準車取扱書の『リヤシー
ト』を併せて参照してください。

リヤシートの格納

リヤシートを格納したときは、必ずカ
バーを閉めてください。カバーを開けた
ままだと、荷室内に乗り込んだとき、つ
まずいてけがをしたり、荷物を損傷する
おそれがあります。

注意

リヤシートをもどす前に、必ずカバーを
開けてください。カバーを閉めたままリ
ヤシートをおろすと、シート脚部がカ
バーにあたり、シート脚部とカバーを損
傷するおそれがあります。

アドバイス

リヤシートをもどす前に、必ずカバーを
開けてください。カバーを閉めたままだ
とリヤシートがロックされず、急ブレー
キをかけたときや衝突したときなどに
シートが動き、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあり
ます。

警告
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スペアタイヤの取り出し
■ スペアタイヤを取り出すときは
プラットホームを完全に下降させた状
態でキャップをはずします。

万一のとき

以降の手順は標準車と同様ですので、標
準車の取扱書を参照してください。

 リフト昇降リモコンスイッチの「下」
を押し、プラットホームを下降させ
ます。

キャップ

リフト昇降
リモコンスイッチ

上記の状態にしないと、ホイールナット
レンチがリフト装置などにあたり、スペ
アタイヤを取り出すことができません。

知 識

プラットホームが動かないときは

プラットホームは連続して昇降させな
いでください。安全装置が働きロック
解除しなくなり、プラットホームが下
降しなくなることがあります。

プラットホームが下降しなくなったと
きは、以下の要領で操作してください。

 15秒以上待機します。
 リフト昇降リモコンスイッチの「上」
を押し、プラットホームをいっぱい
まで上昇させます。

プラットホームを連続して
昇降させたときは

リフト昇降リモコンスイッチを20秒以
上押し続けないでください。モータの焼
損につながるおそれがあります。

アドバイス
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定期点検整備
故障を減らして長く大切に使うために定期点検整備をお願いします。
点検結果を記録する際には、21ページの記録簿をA4サイズにコピーして使用し
てください。

点検・整備項目

備　　　　　考点 検 整 備 項 目

油圧作動油
・油の汚れ
・油の交換

配管部の異常

パワーパッケージ
・取り付け部の締め付け
・作動状態 作動油漏れ、異音がないこと

シリンダ
・取り付け部
・作動状態
・作動油もれ

ガタ、変形がないこと
引っかかり、異音がないこと

プラットホーム
・傾き、変形
・開閉および昇降作動状態
・グリース塗布 しゅう動部

レバー
・レバーの解除ストローク
・ロック状態

遊び代
ガタ、変形がないこと

○

○

○

○

○ ○
２ 新車時は３か月後

○

○
○

○
○

○
○

○
○
○

○

○
○

○
○

○
○
○

○
○
○

油

圧

装

置

部

分

パ
ワ
ー
リ
フ
ト
部
分

ユニオンナットのゆるみ、耐水ホー
スのふくれ・すり切れ・破れ、クラ
ンプのはずれ・たれ下がり、フロア
下面の油圧ホースの損傷がないこと

自家用車

点 検 時 期

各部取り付け部 ○ ○

アームガイドステーローラー

ゆるみ、ガタ、損傷がないこと

ガタ、損傷がないこと○ ○

日

常

点

検

12
か
月
ご
と

24
か
月
ご
と

交

換

時

期

（年）
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リフト昇降リモコンスイッチを押してもプラットホームが作動しないときは、
ヒューズ切れが考えられます。
ヒューズが切れたときは、必ず規定容量のヒューズと交換してください。
● ヒューズの点検・交換は販売店にお申し付けください。

簡単な点検

ヒューズ

下記部品は使用頻度・経年変化などにより、消耗・劣化する部品です。
点検時に摩耗や損傷状態を見て早めに交換してください。
● 交換作業は販売店にお申し付けください。

消耗部品

■ バッテリ 端子部
ヒューズ容量 ....................................60A

ヒューズ

■ パワーパッケージ内部
ヒューズ容量 ....................................10A

各種油圧シールゴム部品、ヒューズ類、油脂類、リフトアーム固定ベルト

ヒューズの点検・交換

規定容量以外のヒューズを使用しないでください。配線が過熱・焼損し、火災になるお
それがあり危険です。

警告
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■点検のしかた
プラットホームをフロア面まで上昇さ
せた状態で点検します。
● パワーパッケージの油量点検窓のほ
ぼ中央部まで作動油があれば適量で
す。

■ 補給のしかた
作動油の補給は販売店にお申しつけく
ださい。

 パワーパッケージの保護カバーをは
ずします。
 作動油不足の場合は、給油口ボルト
をはずし、作動油を補給します。

 作動油補給後、3～5回プラットホー
ムを動かします。
● ポンプおよび回路内のエア抜きを
自動的に行います。

パワーパッケージ

保護カバー

油量点検窓

作動油規定量※

２.０Ｌ

使用作動油

オートフルードＷＳ
※：規定量は参考値です。

作動油量の点検・補給はプラットホーム
をフロア面まで上昇させてから行ってく
ださい。正しい油量が確保されていない
と作動に支障が起きるおそれがありま
す。

アドバイス

作動油量の点検

指定の作動油以外は絶対に使用しないで
ください。油圧装置の故障につながるお
それがあります。

アドバイス
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２
４
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車両の仕様等の変更により本書の内容が車両と一致しない場合が
ありますのでご了承ください。

〈本書の内容のお問い合わせは下記へお願いいたします〉
商用ビジネス部
TEL（0566）36-2497　　FAX（0566）36-2498

VL-05-C (4)

適用車種 トヨタ　ハイエース

リフト付バン



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




